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開 催 日 行　　　　　　　　　　　　　　事 開催地 申込締切日 会誌掲載号

9/17 ・ 9/18 第 19 回センシングフォーラム 計測部門大会―センシング技術の新たな展開と融合 横　　浜 論文締切 7/5 20 巻 5 号・11

9/17 ～ 9/20 No. 02 ― 9 Dynamics and Design Conference 2002 石　　川 論文締切 7/5 20 巻 2 号・8

9/19 ・ 9/20
2002 センシングテクニカルスクール「実習基礎講座：ワンチップマイコン PIC

を応用した計測システムの作製」
大　　阪 申込締切 9/10 20 巻 5 号・11

9/19 ～ 9/21 日本神経回路学会第 12 回全国大会（JNNS 2002 とっとり） 鳥　　取 20 巻 4 号・12

9/25～ 9/27 第 11回 IEEE国際ワークショップ（IEEE ROMAN 2002） Garmany 論文締切 8/15 20巻 4号・12

9/27 2002 年秋季マイクロメカトロニクス学術講演会 東　　京 論文締切 9/4 20 巻 6 号・6

9/30～ 10/3 第 6回メカトロニクス技術に関する国際会議：ICMT 2002 福 岡 論文締切 5/15 19巻 8号・18

9/30～ 10/5 IROS 2002
Lausanne
Switzerland

論文締切 3/1 20巻 1号・15

10/11 ビジュアル・サイエンス・フェスタ 2002 東　　京 申込締切 9/上旬 20 巻 6 号・7

10/12～10/14 日本ロボット学会創立 20周年記念学術講演会 RSJ 2002 大 阪
申込・原稿締切

7/12
20巻 6号・6

10/13・10/20・ 東京・秋田

10/27・11/3
アイデア対決・全国高等専門学校ロボットコンテスト 2002

鳥取・愛媛
20 巻 5 号・12

10/15 ～ 10/18
JSME/ASME International Conference on Materials and Processing 2002 

― The 10th JSME Materials and Processing Conference（M & P 2002）―
U.  S.  A. 論文締切 4/30 19 巻 8 号・18

10/20～ 10/23
2002 International Symposium on Micromechatronics and Human 要約締切
Science：MHS2002

Nagoya
5/31

19巻 8号・18

10/21～10/25 SCIS & ISIS 2002 茨　　城 論文締切 8/31 20 巻 5 号・11

10/22
2002 センシング技術応用セミナー 安心・安全のための危機管理とセキュリティ

―個人認証技術の基礎から先端まで―
大　　阪 20 巻 6 号・6

10/25 計測制御学会関西支部シンポジウム「計測と制御の新たな発展」 大　　阪 20 巻 5 号・11

10/26・10/27 第 23 回バイオメカニズム学術講演会 岡　　山 20 巻 5 号・11

10/27 日本生物工学会創立 80 周年記念事業懸賞論文「バイオの夢」 大　　阪 申込締切 6/20 20 巻 3 号・9

10/31 第 2 回複合現実感セミナー 東　　京 20 巻 6 号・6

11/11
第 43 回人工知能セミナー「企業と電子コミュニティ―ネットワーク型組織を支

える理論と技術を目指して―」
東　　京 20 巻 6 号・6

11/11・11/12
システム制御情報学会セミナー 2002「人間と機械のコラボレーションを実現す

るための技術」
大　　阪 20 巻 5 号・11

11/13～11/15 第 5回油空圧国際シンポジウム 奈 良 19巻 1号・12

11/13～11/15 システム・情報部門学術講演会（SSI 2002） 神 奈 川 論文締切 9/30 20 巻 5 号・12

11/21・11/22
第 12回インテリジェント・システム・シンポジウム（FAN Symposium 
’02 in Saga）

佐 賀 申込締切 8/9 20巻 2号・7

11/25
第 13回シンポジウム「地球社会とアジアの未来」～新世紀文明創造へ
日本の選択～

東　　京 20巻 6号・6

11/26・11/27 第 45 回自動制御連合講演会 宮　　城
申込・論文締切

8/5
20 巻 3 号・9

11/27 第 16回シンポジウム実用段階に入った医療ロボティクス 東　　京 定員締切 20巻 6号・6

12/11～12/13 マシンビジョン応用に関する IAPR国際ワークショップ（MVA 2002） 奈　　良 論文締切 10/11 20 巻 2 号・8

12/13 第 6回生産学術連合会議シンポジウム 東　　京 20巻 6号・6

カレンダー
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12/14 Workshop on Control Problems in Robotics and Automation U.  S.  A. 20 巻 6 号・6

12/19～12/21
第 3 回計測自動制御学会システムインテグレーション部門（SI 部門）講演会

（SI 2002）
兵　　庫 20 巻 4 号・12

12/14～12/16 ITS シンポジウム 2002 東　　京 論文締切 10/15 20 巻 5 号・12

2003
1/24～ 1/26

第 8回人工生命とロボットに関する国際シンポジウム（AROB 8th ’03） 大　　分 論文締切 11/15 20巻 5号・16

3/17・3/18 第 8回ロボティクスシンポジア 静　　岡 論文締切 11/15 20巻 5号・7

4/24 ・ 4/25 シンポジウム「ケータイ・カーナビの利用性と人間工学」 大　　阪 申込締切 11/30 20 巻 6 号・6

5/14 ～ 5/16 第 5 回 2003 年実装プロセステクノロジー展（PROTEC JAPAN） 千　　葉 20 巻 6 号・6

5/19 ～ 5/23
宇宙用人工知能・ロボティクス・オートメーション 国際シンポジウム 2003 1 ―

SAIRAS ’03
奈　　良 論文締切 2/10 20 巻 5 号・12

6/15 ～ 6/18
2003 年情報精密機器のメカトロニクスに関する日本・米国機械学会合同会議

（JSME ― IIP/ASME ― ISPS Joimt）
東　　京 予稿締切 2/28 20 巻 5 号・12

7/24 ～ 7/26 第 18 回バイオメカニズム・シンポジウム 大　　分

7/29～ 8/1
2003 IEEE Conference on multisensor Fusion and Integration for 
Intelligent Systems（MFI 2003）

東　　京 論文締切 1/15 20巻 5号・15

9/14 ～ 9/17 第 2 回アクアバイオメカニズム国際シンポジウム（ISABMEC 2003) U.  S.  A. 要約締切 1/15 20 巻 6 号・6

10/27～11/1 IROS 2003 U. S. A. 要約締切 3/3 20巻 5号・13

（詳細は表中の右欄に記載の会誌名号の会告・お知らせをご参照下さい．）

開　催　日 行　　　　　　　　　　　　事 開催地 申込締切日 会誌掲載号
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セミナーのご案内
主　催：（社）日本ロボット学会
協　賛：計測自動制御学会，精密工学会，電気学会，電子情報通信学会，土木学会，日本機械学会，日本建築学会，日本ロボット工業会，

農業機械学会，自動化推進協会，バイオメカニズム学会，産業技術連携推進会議 機械・金属部会／福祉技術部会，機械技術協会，
応用物理学会，人工知能学会，日本神経回路学会，システム制御情報学会，情報処理学会，日本人間工学会，日本時計学会，日本
バーチャルリアリティ学会，日本エム・イー学会，日本コンピュータ外科学会（予定）

ロボット工学セミナー

＊参加申込の詳細は次頁をご参照ください．

口　上：近年，da Vinci や ROBODOCなどの手術ロボットが実際
の治療に使われ始め，医療用ロボットはいよいよ実用段
階へと進んでおります．また，学会での発表件数も年々
増加しており，研究もますます盛んに行われております．
医療用ロボットは産業用ロボットとは全く異なった安全
性が要求されるものであり，従来のロボット研究とは違
うアプローチが要求されております．そこで，本シンポ
ジウムでは医療用ロボットの開発のポイントや，実際の
医療現場からの要望などを講演していただきます．これ
から医療ロボティクスの開発を手がけようと考えておら
れる研究者の方々のご参加をお待ちしております．

オーガナイザ：桃井康行（日立製作所）

〈開会挨拶・講師紹介〉
10 : 00 ～ 10 : 05

第 1話 総論
10 : 05 ～ 11 : 25 東京大学　佐久間一郎

第 2話 手術支援システムの開発
11 : 35 ～ 12 : 55 日立製作所　菅　和俊

第 3話 腹腔鏡手術のマジックハンド：ロボット鉗子
14 : 00 ～ 15 : 20 東芝　神野　誠

第 4話 臨床医からの医療用ロボットへの期待
15 : 30 ～ 16 : 50 九州大学　橋爪　誠

日　時：2002年 11月 27日（水）10 : 00～ 16 : 50
会　場：工学院大学 28階第 1会議室（東京都新宿区西新宿 1 ― 24 ― 12，JR・小田急・京王線　新宿駅西口徒歩 5分）
定　員：80 名（定員になり次第締め切ります）
参加費：会員／協賛学会員 8,000 円，学生（一律）4,000 円，会員外 12,000 円（税込）

第 16回シンポジウム　実用段階に入った医療ロボティクス

〈申込み方法〉
＊下記申込書に詳細をご記入の上，学会宛お申し込みください．
＊また，学会ホームページ上でも講習会案内をご覧いただけます．講習会参加申込も受け付けておりますので，ご利用ください．
＊参加費には配布資料代を含み，昼食代は含みません．
＊会場，講師，日時等は都合により変更になる場合がありますのでご了承ください．
＊参加費振込先：銀行振込　あさひ銀行本郷支店（普）1063675，郵便振替　00190 ― 8 ― 57896 ともに加入者名，（社）日本ロボット学会

（参加費のお振り込みに請求書等が必要な場合は別途お申し出ください．また，所定の用紙がある場合は，その旨申込書に
明記の上，同封ください．）

（社）日本ロボット学会　講習会係 seminar＠rsj.or.jp
〒 113 ― 0033 東京都文京区本郷 2 ― 19 ― 7 ブルービルディング 2F TEL 03 ― 3812 ― 7594 FAX 03 ― 3812 ― 4628

　　　　　　　　　　　　　　　ロボット工学セミナー　講習会申込書　　　　　　　受付番号＊�

講習会名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編�

会員No. 会員資格 □正会員　□学生　□賛助会員　□協賛学会員　□会員外�

参 加 費  　￥ 支払方法 □郵便局　□銀行振込　□その他（　　  月　　  日付）�

　 フリガナ  　 TEL. （　　　）�

氏　　名  　 FAX. （　　　）�

  　 E―mail :�

勤 務 先  　 部　署�

連 絡 先  　〒�

研究・専門分野�

キリトリ線�
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2002年 11月 25日（月）
日本学術会議
（〒 106 ― 8555  東京都港区六本木 7 ― 22 ― 34）
TEL. 03 ― 3403 ― 1056

2002年 12月 13日（金）
きゅりあん
（東京都品川区東大井 5 ― 18 ― 1）

第 13回シンポジウム「地球社会とアジアの
未来」～新世紀文明創造へ日本の選択～

日本工学会
日本学術会議第 5部

化学技術連合フォーラム

第 6回生産学術連合会議シンポジウム

生産学術連合会議

（社）日本工学会
〒 107 ― 0052  東京都港区赤坂 9 ― 6 ― 41乃木

坂ビル 2階
TEL. 03 ― 3475 ― 4621 FAX. 03 ― 3403 ― 1738

（社）日本材科学会
〒 606 ― 8301  京都市左京区吉田泉殿町 1 ― 101
TEL. 075 ― 761 ― 5321 FAX. 075 ― 761 ― 5325

開催日・会場・その他
会　合　名

主　催
申込・問合せ先

共催・協賛行事のお知らせ
本会共催行事

2002年 9月 27日（金）
新丸ビル地下大会議室
（〒 100 ― 0005東京都千代田区丸の内 1 ― 5 ― 1）

申込締切　2002年 7月 18日
原稿締切　2002年 9月 4日

2002年 10月 22日（火）
立命館大学大阪オフィス セミナールーム島
ビル 6階
（大阪府大阪市中央区北浜 3 ― 1 ― 18）
TEL. 06 ― 6201 ― 3610 FAX. 06 ― 6201 ― 3620

2002年 10月 31日（木）
東京大学生産技術研究所第 1会議室

2002年 11月 11日（月）
早稲田大学国際会議場第 1会議室
（新宿区西早稲田 1 ― 6 ― 1）
TEL. 03 ― 5286 ― 1755

2002年 12月 14日（土）
Las Vegas

2003年 4月 24日（木）・ 4月 25日（金）
大阪大学コンベンションセンター
http://www.osaka ― u.ac.jp/annai/campus/
access.html

発表申込締切　2002年 11月 30日
原稿締切　2003年 3月 3日

2003年 5月 14日（水）～ 5月 16日（金）
幕張メッセ展示ホール（千葉市）

2003年 9月 14日（日）～ 9月 17日（水）
東海大学パシフィックセンター
（Honolulu, Hawaii, U.S.A）

論文概要締切　2003年 1月 15日
論文締切　2003年 7月 1日

2002年秋季マイクロメカトロニクス学術講
演会

日本時計学会

2002 センシング技術応用セミナー 安心・安
全のための危機管理とセキュリティ―個人
認証技術の基礎から先端まで―

センシング技術応用研究会
大阪府技術協会

第 2回複合現実感セミナー

日本バーチャルリアリティ学会
複合現実感研究委員会

第 43回人工知能セミナー「企業と電子コミ
ュニティ―ネットワーク型組織を支える理
論と技術を目指して―

人工知能学会

Workshop on Control Problems in Robotics
and Automation

IEEE CSS
RAS

EURON

シンポジウム「ケータイ・カーナビの利用
性と人間工学」

日本人間工学会

第 5回 2003年実装プロセステクノロジー展
（PROTEC JAPAN）

日本ロボット工業会

第 2回アクアバイオメカニズム国際シンポ
ジウム（ISABMEC 2003）

アクアバイオメカニズム研究会
ノースイースタン大学海洋科学センター

梅田和昇　中央大学理工学部精密機械工学科
〒 112 ― 8551東京都文京区春日 1 ― 13 ― 27
FAX. 03 ― 3817 ― 1820
E ― mail : umeda@mech.chuo ― u.ac.jp
http://wwwsoc.nii.ac.jp/hij/

センシング技術応用研究会（大阪府立産業
技術総合研究所内）
TEL. 0725 ― 51 ― 2527 FAX. 0725 ― 53 ― 3148
E ― mail : sakitaniguti@tri.pref.osaka.jp
http://www.tri.pref.osaka.jp/dantai/sstj/

キャノン（株）内 日本バーチャルリアリティ
学会「複合現実感セミナー」申込事務局
〒 152 ― 0031東京都目黒区中根 2 ― 2 ― 1
TEL. 03 ― 3723 ― 3219 FAX. 03 ― 3723 ― 6208
E ― mail : mr ― seminar@mr ― system.co.jp
http://www.mr ― system.co.jp/mrs2002

（社）人工知能学会事務局
TEL. 03 ― 5261 ― 3401 FAX. 03 ― 5261 ― 3402
E ― mail : account@ai ― gakkai.or.jp

http://www.dii.unist.it/~domenico/
WCPRA02/index.htm

モバイル人間工学研究部会事務局
〒 724 ― 0695  広島県賀茂郡黒瀬町学園台 555 ―

36広島国際大学感性情報学科内
TEL/FAX. 0823 ― 70 ― 4884（田村）
TEL. 0823 ― 70 ― 4903（丁井）
E ― mail : office@mobilergo.com
http://www.mobilergo.com/

高井　高橋 （社）日本ロボット工業会
〒 105 ― 0011  東京都港区芝公園 3 ― 5 ― 8機械

振興会館 213号室
TEL. 03 ― 3434 ― 2919 FAX. 03 ― 3578 ― 1404
E ― mail : jisso@jara.jp

ISABMEC 2003事務局　須田 斎　東海大学
開発工学部生物工学科
TEL. 055 ― 968 ― 1111
E ― mail : suda@fb.u ― tokai.ac.jp

本会協賛行事
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2002年 10月 11日（金）
日経ホール
（東京都千代田区大手町 1 ― 9 ― 5）

作品募集締切　2002年 7月 31日
申込締切　9月上旬

ビジュアル・サイエンス・フェスタ 2002

日経サイエンス
VSF実行委員会

（株）コスモピア「VSF 2002事務局」
TEL. 03 ― 3401 ― 0611 FAX. 03 ― 3401 ― 5500
E ― mail : vsf2002@cosmopia.jp
http://www.nikkei.co.jp/pub/science/

本会後援行事

正会員
8917 舟橋　一晃 8921 荒木　　勇 8922 中村　太郎

8923 ZAIER RIADH 8931 上野　隆雄 8934 重歳　憲治

8935 木原　洋介 8936 三村　　孝 8937 長谷川晶一

8952 清水　勝敏 8963 徳田　　勝 8964 佐々木克利

8974 東森　　充 8975 山口　　正 8988 安田　賢一

8993 藤吉　基弘 9031 山下　秀樹 9032 岡野　正紀

9049 割澤　伸一 9066 菅野　正治 9077 原　　秀夫

9078 佐々木雄飛 9093 小室　　孝 9110 丁　　明珍

9131 平谷健太郎 9132 大西　良孝 9140 根木　良二

9163 金澤　宏幸 9172 山田　洋一

学生会員
8912 坪井　央樹 8913 齋藤　　聡 8914 山中　　順

8915 菊池　武士 8916 高田　昌憲 8918 Choi Hee-byoung

8919 三木　康司 8920 石井　智之 8924 磯部　　亘

8925 山口　雄平 8926 Hemeldan Edward 8927 寺林　賢司

8928 内藤　正剛 8929 瀬戸口隆文 8930 佐々木　誠

8932 田中　慎一 8933 渡辺　　創 8938 那須　俊英

8939 請川　克之 8940 中垣　聡子 8941 井本　良明

8942 石田　祐樹 8943 渡邊　　賢 8944 三村　貴之

8945 鈴川慎一郎 8946 新藤　　豊 8947 和田　匡史

8948 田中　祐治 8949 福尾　哲洋 8950 正木　　潤

8951 山村　佳之 8953 後藤　英敏 8954 福地　雅人

8955 安部　圭祐 8956 小野　将寛 8957 汐崎　　充

8958 井澤　秀益 8959 石川　大介 8960 西中　孝一

8961 山野　　彰 8962 篠嵜　　誠 8965 松宮　弘樹

8966 青井　伸也 8967 後藤　　公 8968 藤井　勇人

8969 高江洲　勲 8970 宮川　　拓 8971 石井　照彦

8972 Piyawat Naphattalung 8973 野口　勝則 8976 椎名　義和

8977 嶋田　宏史 8978 大浦　亮一 8979 杉浦　　篤

8980 北山　真也 8981 溝渕　宣誠 8982 兼元　政治

8983 信田　　洋 8984 吉田　　洋 8985 矢野　恵生

8986 金子　元樹 8987 渡邊　恵佑 8989 佐藤　一哉

8990 西坂　　晋 8991 塩見　昌裕 8992 小早川明寛

8994 今川　拓郎 8995 田中　秀明 8996 米倉　将吾

8997 橋本　竜弥 8998 戸田　英樹 8999 高濱　孝安

9000 単　　万里 9001 西條　和彦 9002 楠橋　伸樹

9003 鬼頭　朋見 9004 中山雄一郎 9005 相澤　洋志

9006 天貝　寿也 9007 藤原　政記 9008 吉川　雅博

9009 菅　　哲朗 9010 尾上　弘晃 9011 小栗健一郎

9012 深澤　佑介 9013 浅野　洋介 9014 一ノ尾祐樹

9015 岩野　優樹 9016 竹村憲太郎 9017 川原　知洋

9018 竹中　麗香 9019 松永佐斗志 9020 徳田　寛一

9021 加藤　一樹 9022 堀江　竜太 9023 滝澤　正夫

9024 井上　雄一 9025 北野　宏幸 9026 永見　美人

9027 近　　哲也 9028 前羽　陽介 9029 全　　珍雨

9030 池山　智之 9033 清水　政宏 9034 山脇　　輔

9035 氏家　英樹 9036 北山　浩介 9037 岡村美基男

9038 花村　大介 9039 坂本　雄次 9040 子安　大士

9041 井上　貴文 9042 北島　利浩 9043 Trevai Chomchana

9044 渡辺　義浩 9045 知原　伸悟 9046 鈴木　啓介

9047 赤澤　和伸 9048 神戸　成広 9050 時任　孝二

9051 前原　裕司 9052 相澤　　伸 9053 林　　智大

9054 内野　宏人 9055 高松　洋亘 9056 篠原　徹也

9057 木村　和寛 9058 菅沼　真一 9059 渡辺　誠二

9060 明賀　陽平 9061 児玉　浩卓 9062 山田　貴史

9063 鈴木　義久 9064 白井　義人 9065 牧野　了太

9067 徳永　正行 9068 Son Kuswadi 9069 加藤　佳男

9070 小暮　孝彦 9071 神山　和人 9072 吉永　拓磨

9073 土屋　志郎 9074 今田　裕介 9075 藤本　雅樹

9076 松浦　大輔 9079 橋本　一馬 9080 田川　　傑

9081 藤田　真聡 9082 星合　弘明 9083 尾谷　浩昭

9084 楯　　直和 9085 大村　依子 9086 井上　幸成

9087 山口　健吾 9088 谷地　正章 9089 住森　大地

9090 石渡　雄士 9091 山本　圭一 9092 長谷川貴彦

9094 遠山　浩行 9095 亀山　貴之 9096 大矢健太郎

9097 佐久間あゆみ 9098 由井俊太郎 9099 岩下　友美

9100 藤田　悠介 9101 青山　　暁 9102 江口　明彦

9103 酒見　敏弘 9104 元尾　幸平 9105 竹囲　年延

9106 小嶋　俊介 9107 高橋　倫久 9108 高原　昌俊

9109 竹内　元哉 9111 酒井　大樹 9112 林　　良拓

9113 栗原　宣之 9114 釜道　紀浩 9115 小西　　良

9116 米田　　敬 9117 小原　ゆう 9118 鈴木　一郎

9119 池戸　洋介 9120 佐藤　正康 9121 武信　誠一

9122 福井　章仁 9123 下崎　守朗 9124 藤井　飛光

9125 Takada Fabio 9126 伊藤　則和 9127 木村　政文

9128 山野　高将 9129 松野　好孝 9130 中島　正和

9133 今井　睦朗 9134 三井　淳也 9135 家造坊　勲

9136 石井　貴幸 9137 相良みづき 9138 恒成　裕行

9139 小久保　周 9141 稲田　博信 9142 伊藤　義典

9143 森田　順也 9144 佐々木康祐 9145 柴田真由子

9146 田口　雄一 9147 末次　智博 9148 灘谷　　演

9149 間下　以大 9150 辻　　義樹 9151 酒井　　貴

9152 宿谷祐一郎 9153 厚海　慶太 9154 横田　　祥

9155 枝澤　一寛 9156 光吉　隆真 9157 本田　良徳

9158 村井　昭彦 9159 坂井　崇敏 9160 岸　　慎也

9161 田中　秀幸 9162 成松　英一 9164 赤松　直樹

9165 伊藤　真平 9166 池田　誠一 9167 横川　隆司

9168 鈴木　洋平 9169 中岡慎一郎 9170 河本　浩明

9171 長山　昌弘 9173 小川　和哉

賛助会員
S0223 富士通オートメーション（株） １口

新入会員
（2002 年 7 月入会の会員）
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英文論文集のページ
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第 7・8・9・10 回学術講演会予稿集 8,000 円（送料 700 円）

第 11・12 回学術講演会予稿集 10,000 円（ 〃 1,000 円）

第 13 回学術講演会予稿集 15,000 円（送料込）

第 14 回学術講演会予稿集 15,000 円（送料込）

第 15 回学術講演会予稿集 15,750 円

第 16 回学術講演会予稿集 15,750 円

第 17 回学術講演会予稿集 15,750 円

第 18 回学術講演会予稿集 15,000 円

第 19回学術講演会講演概要集（予稿集 CD ―ROM付）
併設行事テキスト「21 世紀のロボット技術シンポジウム」贈呈（在庫分のみ）

15,000円
第 1・3回ロボットセンサシンポジウム予稿集 2,500 円

第 1回　ロボットシンポジウム予稿集 5,000 円

第 3・4・5回　ロボットシンポジウム予稿集 8,000 円

第 4回ロボティクスシンポジア予稿集 10,000 円

第 5回ロボティクスシンポジア予稿集 10,000 円

第 6回ロボティクスシンポジア予稿集 10,000 円

第 7回ロボティクスシンポジア予稿集 10,000円
「ロボット制御に使い易いDSPとは？」講習会テキスト

2,000 円（送料込）

ロボット工学入門シリーズ講習会テキスト
―第 21 回センサ編・

第 22 回言語編・第 23 回総集編

第 34 回システム編

第 35 回アプリケーション編

第 38 回エンドエフェクタ編

第 41 回制御技術（ハードウェア）編

第 42 回制御技術（ソフトウェア）編

第 44 回システム編・

第 45 回アプリケーション編―各 4,000 円（送料込）

ロボット工学セミナー講習会テキスト
―第 48 回センシング研究の最前線

第 50 回先端制御理論

第 52 回海外におけるロボット研究

第 53 回安全・ PL法とロボット

第 54 回ロボットメカニズムの設計と実例

第 55 回続続・こうすればロボットが作れる

第 57 回創発的ロボット教育

第 58 回バリアフリーロボティクス入門

第 59 回こうすればロボットが簡単に動かせる

第 60 回ネットワークとロボティクス

第 62 回ロボット用ソフトウェアの作り方 各 2,000 円（送料込）

第 17 回学術講演会特別セッション資料　福祉の現場の声とロボット技術

1,000 円（送料込）

ロボット学術用語集 1,000 円

ロボット学術用語集（意味つき） 2,000 円

インテリジェントテレロボティクス研究専門委員会報告書

1,000 円

ロボットの知能と自律性研究専門委員会報告書 2,000 円（送料込）

IROS '90 10,000 円（ 〃　）

IROS '91 ・ IROS '93 15,000 円（ 〃　）

ICRA '95 15,000 円（ 〃　）

※以上のものはいずれも消費税込，送料は特に明記されているもの以外は，

別にかかります．

日本ロボット学会誌
ビデオ特集号（第 10 巻 8 月） 10,000 円（送料込）

第 12 巻 第 1号　〔特集〕 私のロボット研究・夢

第 2号　〔 〃 〕 フレキシブルマニピュレータ

第 3号　〔 〃 〕 創立 10 周年記念行事

第 4号　〔 〃 〕 マイクロマシン

第 5号　〔 〃 〕 センサフュージョン

第 6号　〔 〃 〕 ネットワーク型ロボットシステム

第 7号　〔 〃 〕 大地とロボット

第 8号　〔 〃 〕 次世代産業用ロボットを目指して

第 13 巻 第 1号　〔 〃 〕 学習とロボット

第 2号　〔 〃 〕 構造材料技術の最先端

第 4号　〔 〃 〕 エコロジーとロボット

第 6号　〔 〃 〕 売れるロボットの作り方

第 14 巻 第 3号　〔 〃 〕 ロボット研究地図

第 4号　〔 〃 〕 行動と知能

第 5号　〔 〃 〕 医療福祉とロボティクス

第 6号　〔 〃 〕 ロボットコントローラ

第 7号　〔 〃 〕 宇宙ロボット

第 8号　〔 〃 〕 マイクロ物理

第 15 巻 第 2号　〔ミニ特集〕ロボットキャリブレーション

第 4号　〔特集〕 マルチメディアネットワーク

第 5号　〔 〃 〕 ロボティクスにおける創発と進化

第 6号　〔 〃 〕 生産システムにおける最近の動向

第 7号　〔ミニ特集〕ヒューマノイド

第 8号　〔 〃 〕 カオスとロボット

第 16 巻 第 2号　〔特集〕 柔軟物操作

第 3号　〔 〃 〕 人間共存型ロボット

第 4号　〔 〃 〕 ロボットと教育

第 5号　〔 〃 〕 重点領域研究「知能ロボット」

第 6号　〔 〃 〕 ロボットのためのメディア情報処理

第 7号　〔 〃 〕 リファレンス　オブ　リファレンス

第 8号　〔 〃 〕 PCとロボティクス

第 17 巻 第 3号　〔 〃 〕 高度道路交通システム

第 4号　〔ミニ特集〕テレロボティクスからネットワークロボティクスへ

第 5号　〔特集〕 ロボットの作業環境

第 6号　〔 〃 〕 ソフトロボティクス

第 7号　〔 〃 〕 感性とロボット

第 8号　〔 〃 〕 ETS-VII における宇宙ロボット実験

第 18 巻 第 1号　〔 〃 〕 21 世紀の医療とロボティクス

第 2号　〔 〃 〕 21 世紀の玩具とロボティクス

第 3号　〔 〃 〕 新しいモデリングパラダイムを目指して

第 4号　〔 〃 〕 産業用ロボットの昨日，今日，明日

第 5号　〔 〃 〕 21 世紀の産学共同

第 6号　〔 〃 〕 器用な手

第 7号　〔 〃 〕 屋外で活躍するロボット

第 8号　〔 〃 〕 未来志向大型ロボットプロジェクト

第 19 巻 第 3号　〔 〃 〕 マイクロマシン技術

第 4号　〔 〃 〕 未来開拓：「分散協調視覚」プロジェクト

第 5号　〔 〃 〕 川人学習動態脳プロジェクト

第 6号　〔 〃 〕 極限環境作業ロボット

第 7号　〔 〃 〕 マイクロメカトロニクス・ソフトメカニクス

第 8号　〔 〃 〕 競争的研究資金

第 20 巻 第 1号　〔 〃 〕 ロボカップ

第 2号　〔 〃 〕 マニピュレーション： 21 世紀に向けた新展開

第 3号　〔 〃 〕 ロコモーション

第 4号　〔 〃 〕 センシング技術―光と影―

第 5号　〔 〃 〕 ロボットの知能とシステム統合

刊行物のご注文は書面にて事務局あてにお申し込みください．

会員の方で学会誌を巻毎にまとめてお申し込みの場合は会費と同額で，その

他の場合は実費として第 1巻～第 8巻 2号まで 1冊 1,500 円，第 8巻 3号よ

り 1冊 2,000 円，第 12巻 1号より 1冊 2,500 円（いずれも消費税，送料別）

でお求めになれます．また，第 12巻以前の在庫につきましても事務局あて

別途お問い合わせください．（学会ホームページも併せてご参照ください．）

刊行物のご案内
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東海大学電子情報学部
コンピュータ応用工学科　教員募集

募集人員：助教授または講師 1名
所属学科：コンピュータ応用工学科
専門分野：計測制御工学，ロボット工学，福祉工学，ヒューマンインター

フェース（ハードウェア，ソフトウェア両面からの研究・教育

ができる方）

担当科目：基礎電気磁気学・同演習，電気電子計測，ヒューマンインター
フェース，コンピュータ応用実験または電子系基礎実験，コン

ピュータ応用ゼミナール等

応募資格：（１）博士の学位を現に有するか，着任までに確実に取得でき
ること

（２）採用時に原則として 40 歳以下の方

着任時期： 2003 年 4 月 1 日
提出書類：（１）履歴書（A4サイズワープロ打ち）

（２）研究業績リスト：著書，論文，学会等発表（最近 5 年），

教育・啓発活動等を記載

（３）著書，論文，学会等発表の別刷りまたはコピー

応募締切： 2002 年 9 月 30 日（月）必着
書類提出先：〒 259 ― 1292 神奈川県平塚市北金目 1117 番地

東海大学電子情報学部　コンピュータ応用工学科　教員採用人

事委員会　宛

封筒に「コンピュータ応用工学科教員応募類在中」と朱書きし，

簡易書留で郵送のこと．なお，応募書類はお返しいたしません

問い合せ先：学科主任　増田良介
TEL : 0463 ― 58 ― 1211 内線 4040 FAX : 0463 ― 50 ― 2240

E ―mail : masuda@tsc.u ― tokai.ac.jp

有料広告

立命館大学大学院理工学研究科
任期制　教員公募

公募人員：講師 1名
専門分野：マイクロシステム工学
応募資格：（１）Mems（マイクロ電気・機械システム）・マイクロマシ

ン技術を中心に，光，化学，バイオ，あるいはナノテク

ノロジーなど複合領域に関して造詣が深く，フロンティ

ア理工学専攻における「マイクロシステムの構築とデバ

イス創製」プロジェクト研究を推進できること

（２）フロンティア理工学専攻科目「フロンティア特殊研究」注）

を担当できること

注）上記（１）のプロジェクト研究を通し大学院理工学

研究科教育を行う

（３）マイクロマシニング実習，アクチュエータ工学などの理

工学部ロボティクス学科科目を担当できること

（４）着任時に年齢 35 歳以下であり，博士学位取得者（又は着

任時までに取得予定者）であること

着任予定日： 2003 年 4 月 1 日
任　　期： 2003 年 4 月 1 日～ 2008 年 3 月 31 日（再任用不可）
処　　遇：年俸制とする（参考　2002 年度年俸実績　30 歳 5,445,000 円，

35 歳 6,805,800 円）

提出書類：（１）履歴書
（２）研究業績リスト（著書，学術論文，国際会議，講演発表

等，受賞，助成金取得，特許等も記載のこと）

（３）主要論文の別刷あるいはコピー（5件以内）

（４）現在までの研究内容の概説と今後の研究計画の概要およ

び教育に対する抱負を記した文書（2000 字程度）

（５）応募者についてコメントを求め得る方 2名の氏名，所属，

連絡先

＊健康診断書は不要ですが，採用決定までに立命館大学保健セ

ンターの健康診断を受けて頂く必要があります（時期は追っ

て連絡します）．

応募締切： 2002 年 10 月 31 日（木）（必着）
書類提出先および照会先：

〒 525 ― 8577 滋賀県草津市野路東 1― 1 ― 1

立命館大学理工学部機械システム学系　学系長　田畑　修

TEL : 077 ― 561 ― 2882 FAX : 077 ― 561 ― 2665

E ―mail : tabata@se.ritsumei.ac.jp

封筒に「教員公募」と朱書きし，必ず簡易書留便にて郵送して

ください．また，応募者の郵便宛先を明記してください．

青森大学工学部　教員公募
公募人員：教授または助教授 1名
所　　属：青森大学工学部電子システム工学科
専門分野：広い意味でのロボット工学．ロボット基礎，各種ロボット（危

険作業，介護，福祉，環境，アミューズメントなど），または

制御技術などに関する研究開発の経験のある方．

応募資格：（１）博士号取得者または同等の方
（２）学部教育において，ロボット工学，および関連の要素技

術（デバイス，センサ，デザインなど）を指導できる方

（３）年齢 35 歳～ 65 歳（平成 15 年 4 月 1 日現在）

講義科目：ロボット工学，センサ工学，電子デバイス，デザイン・ CAD
等．他に演習，卒業研究の指導．

着任時期：平成 15 年 4 月 1日
提出書類：（１）履歴書（写真添付，連絡先住所，電話，e ―mail，学歴，

職歴，学位）

（２）研究業績リスト

（３）主要論文 3篇の別刷りまたはコピー

（４）これまでの研究の概要（1000 字程度，自筆署名）

（５）教育に関する抱負（500 字程度）

（６）推薦書（提出可能な場合のみ）

選考方法：学科で適任者を選び理事会に推薦，理事会が最終決定をします．
応募締切：平成 14 年 11 月 16 日（土）
書類送付先および問い合せ先：

青森大学工学部電子システム工学科　学科長　川村暢明

〒 030 ― 0943 青森市幸畑 2丁目 3 ― 1

TEL : 017 ― 738 ― 2004（内 5423） FAX : 017 ― 738 ― 2030

E ―mail : kawamura@aomori ― u.ac.jp

＊「応募書類在中」と朱書し，書留で郵送してください．

北陸先端科学技術大学院大学
教官公募

募集人員：助教授 1名
所　　属：北陸先端科学技術大学院大学情報科学研究科　ロボティクス講

座

専門分野：ロボット制御，センシング及びニューロコンピューティングの
分野を含むロボティクス全般

募集締切日：平成 14 年 9 月 30 日（月）必着
問い合わせ先：〒 923 ― 1292 石川県能美郡辰口町旭台 1― 1

北陸先端科学技術大学院大学情報科学研究科　教授　赤木正人

E―mail : akagi@jaist.ac.jp

TEL : 0761 ― 51 ― 1236 FAX : 0761 ― 51 ― 1149

＊詳しくは本学のホームページ

（http://www.jaist.ac.jp/index ― jp.html）をご覧下さい
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学会からのお知らせ
ロボットコンテストで優秀チームを表彰

日本ロボット学会では，ロボット学とその応用に関する研究の進展と知

識の普及をはかる目的で，次世代を担うロボット研究者の育成と社会への

啓蒙にも力を注いでいます．その一環として，幾つかのロボットコンテス

トを共催・協賛して賞を提供しておりますが，今回下記の二つのコンテス

トが開催され，それぞれ優秀チームを表彰しましたのでここにご報告しま

す．

《第 6回ロボカップ 2002 福岡・釜山世界大会》

当学会が共催するロボカップ 2002 が，平成 14 年 6 月 19 日～ 23 日，福

岡ドームにて開催され，約 30 ヵ国から 188 チーム，1004 人のチームメン

バーが参加して覇を競いました．本大会から初めてヒューマノイド・リー

グが開催されたこともあって，期間中のべ約 12 万人の参加者があり，史

上最大規模の大会となりました．当学会では，ロボットの基本技能（ドリ

ブルなど）や協調行動の実現を課題としたテクニカルチャレンジ部門で優

秀な成績を収めた日独合同チーム GMD―Musashi（ドイツ国立情報処理研

究所，九州工業大，北九州大，レチェ大）に対し，RSJ 賞を授与しました．

《第 14 回知能ロボットコンテスト・フェスティバル》

知能ロボットコンテスト・フェスティバル 2002 が，平成 14年 6月 29～

30 日，仙台市科学館において開催されました．これはロボット競技会実

行委員会，メカトロで遊ぶ会とともに当学会が共催するもので，優秀チー

ムには当学会からも賞を提供しています．今回は日本全国および韓国から

計 70 機のロボットが参加して覇を競った結果，華麗でスピーディな動き

を見せて 3色のボールをそれぞれのゴールへと確実に投げ入れた京大機械

研究会チームのロボット「たまちゃん」が他を制して一位となり，見事に

日本ロボット学会会長賞を射止めました．

日本ロボット学会誌 20巻 7号予定目次（10月刊）
特集「ロボット新ビジネス」（仮）

特集について 鈴木　剛（電機大）
［展望］ ロボット新ビジネスの展望（仮） 谷江和雄（産総研）
［事例紹介］

ロボット要素機材ビジネスに参画し発展を願う
岡崎勝彦（岡崎産業）

ヒューマノイドロボットの開発と未来
五十楼隆勝・川田忠裕（川田工業）

エンタテインメントロボットビジネス
景山浩二・石田健蔵（ソニー）

コミュニケーション支援ロボットビジネス
石黒　浩，他（和歌山大，他）

ホームロボットビジネス（仮） 藤田善弘（NEC）
お掃除Robo「じそうじ丸」の開発 廣瀬達也（三洋電機）
玩具ビジネスの特徴とロボット玩具の方向性

芳賀義典（バンダイ）
医療福祉ロボットビジネス 野口栄治，他（松下電器）
警備ロボットビジネス 下笹洋一（綜合警備保障）
建設機械・ロボットビジネス 光永純一（東急建設）

その他，応募論文等

会費納入のお願い

規程により 12 月末までに，2003 年度（2003 年 1 月～ 12 月）会費

を下記のとおりご納入くださいますようお願い申し上げます．

記

（社）日本ロボット学会

2003 年度会費 正会員費　10,000 円　学生会員費　4,000 円

〈送付先〉 郵便振替　口座番号　00190 ― 8 ― 57896

（社）日本ロボット学会

または　みずほ銀行本郷支店（普）2149569

（社）日本ロボット学会

また，会員の金融機関口座から本学会指定口座への自動振替サー
ビスも行っております．利用ご希望の方は，事務局までご連絡くだ
さい．

○会各課委員宛郵送（2002 年 10 月）の振り込み用紙にて上記宛にご

送金ください．

○所属団体名でお振り込みの場合は，必ず別途事務局にその旨お知らせ

ください．

○ 2002 年度以前の会費が未納の場合はあわせてご納入ください．

○振込金受領証をもって領収証にかえさせていただきます．

○入会時に学生会員としてお申し込みいただいている方で 2002 年 3

月にご卒業になられた方は，2003 年度より正会員となりますので

正会員会費をお納め下さい．








































































































